17~19世紀琉球の砂糖生産とその流通 by 来間 泰男
はじめに




































































17 ～ 19 世紀琉球の砂糖生産とその流通














































































































































































































































































































































































































































































































・大さばくり之内 2 人 
村々より検
けん じゃ






























































































































































































































ほとんど 1 エーカー［約 4000 平方メー
トル］未満の小さな畑に栽培されている。










は、主要道路の近くに 1 から 3 台備えら
れている。サトウキビは、おそらく密に
植えるためだろうが、小さくて短く、直
径は平均して 4 分の 3 インチ［約 2 セン














































単な小屋に運ばれ、8 から 10 ガロン［約
















































「貢糖ハ 島尻中頭ノ各間切 及 国頭地


















































































「元来 買上糖ハ 貢糖ノ田畑租米 成換















































































































さす の そば ひちょうぬしとり

























































約 37 万 4354 斤であったが、「田租」に対













































































































77 銭 8 厘（麦代金 119 円 12 銭＋下大豆
















































































































































































































































































































年（21 年間）は 75 万斤（貢米 2800 石余
の代わり）、1853 ～ 1861 年（9 年間）は
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休止、1862 ～ 1864 年（5 ？年間）は 75




























































という文書があり、その「第 1 付属書 2」
表 1　琉球館届砂糖
和暦 西暦 （万斤） （トン換算）
享保 7 年 ? 1722? 87 万斤 522 トン
宝暦 9 年 1759 78 万斤 468 トン
安永 2 年 1773 100 万斤 600 トン
寛政 7 年 1795 170 万斤 1,020 トン
享和 2 年 1802 150 万斤 900 トン
文化 4 年 1807 250 万斤 1,500 トン
文化 5 年 1808 200 万斤 1,200 トン
文化 9 年 1812 250 万斤 1,500 トン





「天保 2 年［1831］鹿児島藩から米 2800




ることになった。その後 文久 2 年［1862］
から、命令によって〈前条員数〉（75 万






































































































で 100 斤につき 3 円 20 銭で買い上げてき
たが、これを 4 円に引き上げた。総額を
180 万斤とすれば、これによって「人民ニ










酌シ 明治 13 年ニ至リ 買
上糖ハ全部100斤ニ付 3円20銭ト規定シ 
12 年度産糖ヨリ改定額ヲ用ヒタリ　ソ























































































































































































額は 2,854,521 斤（1,710 トン）で、表 1













のように述べている。「明治 26 年中 沖縄
県下ヨリ産出シタル砂糖ノ額ハ 17 万挺
［2,040 万斤］内外ニシテ 内貢糖及買上糖
ハ 僅カニ 2 万余挺［240 万斤］ニ過キス 
全額ノ 8 分 1 ニ該当スル」。つまり、焼過




ニ付 1 石内外ニシテ 明治 24 年ヨリ 3 年
間平均石代 7 円ニ達セサルニ 甘蔗ヲ作
ルトキハ 1 反歩ニ付砂糖 5、６挺 代金
20 円内外ヲ得ヘク 其得失 非常ノ相異ア
リ」。「利益少ナキ田ヲ変シテ 利益多キ砂
糖畑ト為セルモノ 少カラス　某間切ニ










島尻 490,009 107,682 721,906 1,319,597
中頭 250,485 210,386 641,184 1,102,055
国頭 149,238 56,286 227,345 432,869
合計 889,732 374,354 1,590,435 2,854,521














められる。すなわち、明治 20 年に 1600
町歩だったその作付面積は、3 年ごとに、
23 年には 2600 町歩、26 年には 3000 町歩、
29 年には 3700 町歩と増加しており、こ
れに対応して砂糖産額も、明治 20 年の

























































































































































































































































































シ 藩庁ニテハ コレヲ保護シ 産糖間切ニ
普及セシメタリ」。「置県ニ至リ 現今 鉄
製圧搾機ヲ使用スルニ至レリ」と述べて
いる。つまり、1671 年に木製の柱が 2 本























「安次富」も、「木製 及 石製ノ圧搾機ハ 
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